
年度 設計書

工事番号

路線名等

工事箇所

工    種

令和０８ 塩屋野中線1号橋補修工事                                     

【設計図書】                                      

第　建　ー　73　号                                                    

塩屋野中線                                                            

赤穂市　加里屋　地内                                                  

                                                                      

                        赤穂市　建設部　土木課                        

（当初設計）    



工　　事　　費 概　　　　　要

実　　　　　施 今　回　変　更 増　　減　　額
（前回変更）

設 計 額

（内消費税額）

請 負 額

（内消費税額）

円 円 円

（ （ （円） 円） 円）

円 円 円

（ （ （円） 円） 円）

執行方法
施 工 日 数
または
施 工 期 限

（起工理由）

      令和9年2月26日      
                          
                          

   請負   

                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  

塩屋野中線1号橋　L=9.60m                          
道路土工　　　1式                                 
舗装工　　　　A=626m2                             
排水構造物工　L=11m                               
縁石工　　　　L=27m                               
防護柵工　　　L=11m                               
区画線工　　　L=227m                              
橋梁補修工　　N=1構造物                           
構造物撤去工　1式                                 
仮設工　　　　1式                                 
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  



          
舗装打換え工

          
舗装工

処分費
    式           1     

残土等処分

土砂等運搬
    式           1     

土砂等運搬
          

残土処理工

埋戻し
    式           1     

埋戻し

床掘り
    式           1     

床掘り
          

作業土工
        20         m3    

土砂 ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ                           掘削
          

掘削
          

掘削工
          

道路土工
          

道路修繕

本工事費　　　　　　　　　　　　　　　　
数量増減数量（今回）数量（前回）単  位規格１・規格２費目・工種明細など

/-頁

                                        

000700010　　　　　　　契約数量表                



         2         m2    
全仕上り厚ｔ＝５０　1層施工             下層路盤(歩道部)

          
下層路盤(車道･路肩部)

          
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【車道部】本線

        46          m    
歩道部                                  成形目地材【材料費】

        40          m    
車道部                                  成形目地材【材料費】

       287         m2    
                                        ｼｰﾄ系防水

          
橋面防水

          
橋面防水工

         1         式    
ｱｽﾌｧﾙﾄ殻                                処分費

          
殻処分

        50         m3    
舗装版破砕                              殻運搬

          
殻運搬

       573         m2    
                                        舗装版破砕(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版)

          
舗装版破砕

         1         式    
ｶｯﾀｰ泥水                                処分費

         1         台    
                                        運搬費

        85         ｍ    
As舗装版厚->15cm以下                    舗装版切断(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版)

          
舗装版切断

数量増減数量（今回）数量（前回）単  位規格１・規格２費目・工種明細など

/-頁

                                        

000700020　　　　　　　契約数量表                



        10          m    
                                        ｸﾗｯｸ防止ｼｰﾄ張

        53         m2    
ｔ＝５０mm                              基層(車道・路肩部)

          
基層(車道･路肩部)

        19         m2    
全仕上り厚ｔ＝６８　1層施工             上層路盤(歩道部)

          
上層路盤(車道･路肩部)

          
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【車道部】支線

       419         m2    
ｔ＝５０mm                              表層(車道・路肩部)

         8         m2    
ｔ＝５０mm                              表層(車道・路肩部)

          
表層(車道･路肩部)

        78          m    
                                        ｸﾗｯｸ防止ｼｰﾄ張

       419         m2    
ｔ＝５０mm                              基層(車道・路肩部)

         8         m2    
ｔ＝５０mm                              基層(車道・路肩部)

          
基層(車道･路肩部)

       148         m2    
全仕上り厚ｔ＝６８　1層施工             上層路盤(歩道部)

         6         m2    
全仕上り厚ｔ＝１００　1層施工           上層路盤(歩道部)

         2         m2    
全仕上り厚ｔ＝９０　1層施工             上層路盤(歩道部)

          
上層路盤(車道･路肩部)

         3         m2    
全仕上り厚ｔ＝８０　1層施工             下層路盤(歩道部)

数量増減数量（今回）数量（前回）単  位規格１・規格２費目・工種明細など

/-頁

                                        

000700030　　　　　　　契約数量表                



         5         ｍ    
NG515K                                  現場打街渠

          
L形側溝

         6          m    
流用                                    ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ街渠

         6         ｍ    
                                        Ｌ型側溝撤去　　　　　　　　　　　　　　

          
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL形側溝

          
側溝工

          
排水構造物工

        54         m2    
ｔ＝３０mm                              表層(歩道部)

          
表層(歩道部)

          
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【防草ｼｰﾄ部】

        92         m2    
ｔ＝３０mm                              表層(歩道部)

          
表層(歩道部)

        60         m2    
全仕上り厚ｔ＝２５５　2層施工           上層路盤(歩道部)

         9         m2    
全仕上り厚ｔ＝１００　1層施工           上層路盤(歩道部)

          
上層路盤(歩道部)

          
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【歩道部】

        53         m2    
ｔ＝５０mm                              表層(車道・路肩部)

          
表層(車道･路肩部)

数量増減数量（今回）数量（前回）単  位規格１・規格２費目・工種明細など

/-頁

                                        

000700040　　　　　　　契約数量表                



         1         ｍ    
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ固定 ﾋﾞｰﾑ･ﾊﾟﾈﾙ式 支柱間隔1.0ｍ  横断･転落防止柵設置工

          
転落(横断)防止柵

          
防止柵工

         1         式    
                                        ﾊﾟｲﾌﾟ取付【材料費】

        10         ｍ    
Cp種 支柱間隔2m                         ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ部材設置工 [ﾊﾟｲﾌﾟのみ]

          
ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

         1         式    
                                        支柱嵩上げ【材料費】

        10         ｍ    
                                        笠木設置

         6         本    
ﾚｰﾙ撤去・設置含む                       支柱設置

         6         本    
ｶﾞｽ切断　φ114                          支柱撤去

          
ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ【嵩上げ】

          
路側防護柵工

          
防護柵工

         3         ｍ    
標準部 A型                              歩車道境界ブロック設置

        24         ｍ    
標準部 A型                              歩車道境界ブロック設置

          
歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

          
縁石工

          
縁石工

数量増減数量（今回）数量（前回）単  位規格１・規格２費目・工種明細など

/-頁

                                        

000700050　　　　　　　契約数量表                



         1       構造物  
ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ                           断面修復工（左官工法）

          
左官工法

          
断面修復工

         1       構造物  
鋼板接着ｸﾗｯｸ処理用注入材(ｴﾎﾟｷｼ樹脂系)   ひび割れ補修工（低圧注入工法）

          
低圧注入工法

         1       構造物  
鋼板接着ｸﾗｯｸ処理用注入材(ｴﾎﾟｷｼ樹脂系)   ひび割れ補修工（充填工法）

          
充てん工法

          
ひび割れ補修工

          
橋梁補修工【特定溝橋BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ】

        19         ｍ    
矢印・記号・文字　15cm換算　t=1.5mm     区画線設置［溶融式］

        12         ｍ    
ゼブラ　45cm　t=1.5mm                   区画線設置［溶融式］

         3         ｍ    
破線　15cm　t=1.5mm                     区画線設置［溶融式］

        43         ｍ    
実線　20cm　t=1.5mm                     区画線設置［溶融式］

       150         ｍ    
実線　15cm　t=1.5mm                     区画線設置［溶融式］

          
溶融式区画線

          
区画線工

          
区画線工

         1         式    
                                        転落防止柵【材料費】

数量増減数量（今回）数量（前回）単  位規格１・規格２費目・工種明細など

/-頁

                                        

000700060　　　　　　　契約数量表                



交通誘導警備員 Ｂ
    式           1     

交通誘導警備員
          

交通管理工
          

仮設工
         1         式    

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(無筋)                          処分費
          

殻処分
         1         m3    

ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし            殻運搬
          

殻運搬
          

運搬処理工
         1         m3    

無筋構造物                              構造物とりこわし工
          

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し
          

構造物取壊し工
          

構造物撤去工
         1         式    

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(無筋)                          処分費
         0.01      m3    

                                        コンクリート殻積込・運搬（断面修復工）
          

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻積込・運搬(断面修復工)
数量増減数量（今回）数量（前回）単  位規格１・規格２費目・工種明細など

/-頁

                                        

000700070　　　　　　　契約数量表                



規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

本工事費

道路修繕

道路土工

掘削工 計算書

　車道部・歩道部 P_7

掘削

土砂 ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ

掘削 5,000m3未満
　26.7 = 26.7 26.7 20

作業土工 　防草ｼｰﾄ部　　　街渠部施工 　　街渠部施工 計算書

　土砂　　　　　 土砂 　　砕石 P_8

床掘り

土砂 上記以外(小規模)

床掘り
　21.3　　　 +　　　1.7 +　　　3.0                = 26.0 26.0 20

埋戻し

上記以外(小規模) 土砂

埋戻し
　18.1　　　 +　　　1.7                           = 19.8 19.8 10

残土処理工

土砂等運搬

土質->土砂(岩塊･玉石混り土含む)

土砂等運搬；(標準) ；DID区間->有り
　26.7　　　 +　　　3.0 +　　　1.0                = 30.7 30.7 30

 (21.3+1.7) - (18.1+1.7)/0.9

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

m3

m3

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

m3

m3

1 / 9 ページ



規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

残土等処分

土 砂

処分費 ；投棄量３０m3
30.7               →　　 30　m3 1 1 1

舗装工

舗装打換え工 計算書

P_7

舗装版切断

舗装版切断 As舗装版厚->15cm以下

(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版)
　85.3                           = 85.3 85.3 85

運搬費 ；運搬距離３．３km
1 1

ｶｯﾀｰ泥水

処分費
　0.19　　m3 1 1

舗装版破砕

舗装版破砕

(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版) ；障害->無し；撤去厚->15cm以下
　573.5                           = 573.5 573.5 573

殻運搬

舗装版破砕

殻運搬 ；ＤＩＤ区間有り Ｌ＝3.5km以下
　50.9                           = 50.9 50.9 50

殻処分

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

処分費 ；投棄量５０m3
　  50　　m3 1 1

式

ｍ

台

式

式

m2

m3

2 / 9 ページ



規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

橋面防水工【特定溝橋BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ】 計算書

P_8

橋面防水

流し貼り型

ｼｰﾄ系防水；(補修)
　287.0                           = 287.0 287.0 287

車道部

成形目地材【材料費】 t=5mm×W=50mm
　 40.0                           = 40.0 40.0 40

歩道部

成形目地材【材料費】 t=5mm×W=30mm
　 46.8                           = 46.8 46.8 46

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【車道部】本線 　車道部　　　　 舗装工A 　　街渠部施工 計算書

P_7・8

下層路盤(車道･路肩部)

全仕上り厚ｔ＝５０　1層施工

下層路盤(歩道部) 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40
　　　  2.6               = 2.6 2.6 2 　街渠部施工

全仕上り厚ｔ＝８０　1層施工

下層路盤(歩道部) 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40
　　　  3.5               = 3.5 3.5 3 　街渠部施工

上層路盤(車道･路肩部)

全仕上り厚ｔ＝９０　1層施工

上層路盤(歩道部) 粒調砕石 M-25,M-30,M-40
　　　  2.0               = 2.0 2.0 2 　街渠部施工

全仕上り厚ｔ＝１００　1層施工

上層路盤(歩道部) 粒調砕石 M-25,M-30,M-40
　　　  6.0               = 6.0 6.0 6 　街渠部施工

全仕上り厚ｔ＝６８　1層施工

上層路盤(歩道部) 粒調砕石 M-25,M-30,M-40
　148.5                           = 148.5 148.5 148

基層(車道･路肩部)

ｔ＝５０mm

基層(車道・路肩部) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20)；(2.35)
　　　  2.0  +  6.0       = 8.0 8.0 8 　街渠部施工

m2

m

m

m2

m2

m2

m2

m2

m2

3 / 9 ページ



規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

ｔ＝５０mm

基層(車道・路肩部) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20)；(2.35)
　148.5　　  +　　  279.1  -　　　8.0               = 419.6 419.6 419

G・Asｼｰﾄ同等品以上

ｸﾗｯｸ防止ｼｰﾄ張 （標準幅1.0m）
　 78.0                           = 78.0 78.0 78

表層(車道･路肩部)

ｔ＝５０mm

表層(車道・路肩部) 密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35)

　　　  2.0  +  6.0       = 8.0 8.0 8 　街渠部施工

ｔ＝５０mm

表層(車道・路肩部) 密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35)

　148.5　　  +　　  279.1  -　　　8.0               = 419.6 419.6 419
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【車道部】支線 　車道部　　　　 舗装工A 計算書

P_7・8

上層路盤(車道･路肩部)

全仕上り厚ｔ＝６８　1層施工

上層路盤(歩道部) 粒調砕石 M-25,M-30,M-40
　　　　　　　　　 19.7                           = 19.7 19.7 19

基層(車道･路肩部)

ｔ＝５０mm

基層(車道・路肩部) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20)；(2.35)
　　　　　　　　　 19.7 +　　33.3                 = 53.0 53.0 53

G・Asｼｰﾄ同等品以上

ｸﾗｯｸ防止ｼｰﾄ張 （標準幅1.0m）
　 10.0                           = 10.0 10.0 10

表層(車道･路肩部)

ｔ＝５０mm

表層(車道・路肩部) 密粒度ｱｽｺﾝ[下水ｽﾗｸﾞ入再生材](13)；(2.35)

　　　　　　　　　 19.7 +　　33.3                 = 53.0 53 53
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【歩道部】 　歩道部　　　　 舗装工B 　　街渠部施工 計算書

P_7・8

上層路盤(歩道部)

m2

m

m2

m

m2

m2

m2

m2

4 / 9 ページ



規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

全仕上り厚ｔ＝１００　1層施工

上層路盤(歩道部) 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40
　　　  9.0               = 9.0 9.0 9 　街渠部施工

全仕上り厚ｔ＝２５５　2層施工

上層路盤(歩道部) 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-30,RC-40
　　60.5                           = 60.5 60.5 60

表層(歩道部)

ｔ＝３０mm

表層(歩道部) 細粒度ｱｽｺﾝ[再](13)；(2.15)
　　60.5　　 +　　　32.4                           = 92.9 92.9 92

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【防草ｼｰﾄ部】 計算書

P_8

表層(歩道部)

ｔ＝３０mm

表層(歩道部) 細粒度ｱｽｺﾝ[再](13)；(2.15)
　　54.7                           = 54.7 57.7 54

排水構造物工

側溝工 計算書

P_8

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL形側溝

Ｌ型側溝撤去
　　6.9                           = 6.9 6.9 6

流用

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ街渠 PG515A
　　6.9                           = 6.9 6.9 6

L形側溝

NG515K

現場打街渠
　　5.1                           = 5.1 5.1 5

縁石工

m2

ｍ

m2

m2

m2

m

ｍ
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規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

縁石工 計算書

P_8

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

標準部 A型

歩車道境界ブロック設置 基礎砕石:無し 基礎ｺﾝ:有り(ｺﾝｸﾘｰﾄ(各種))

　　24.1                           = 24.1 24.1 24
標準部 A型

歩車道境界ブロック設置 基礎砕石:無し 基礎ｺﾝ:有り(18-8-40BB[水ｾﾒ

　　3.9                           = 3.9 3.9 3
防護柵工

路側防護柵工 計算書

P_20

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ【嵩上げ】

ｶﾞｽ切断　φ114

支柱撤去
　　6.0                           = 6.0 6.0 6

ﾚｰﾙ撤去・設置含む

支柱設置
　　6.0                           = 6.0 6.0 6

笠木設置
　　10.4                           = 10.4 10.4 10

支柱嵩上げ【材料費】
1 1

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ部材設置工 Cp種 支柱間隔2m

 [ﾊﾟｲﾌﾟのみ]
　　10.8                           = 10.8 10.8 10

ﾊﾟｲﾌﾟ取付【材料費】
1 1

防止柵工 計算書

P_20

ｍ

ｍ

本

本

ｍ

式

ｍ

式
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規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

転落(横断)防止柵

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ固定 ﾋﾞｰﾑ･ﾊﾟﾈﾙ式 支柱間隔1.0ｍ

横断･転落防止柵設置工
　　1.4                           = 1.4 1.4 1

転落防止柵【材料費】
1 1

区画線工

区画線工 計算書

P_18

溶融式区画線

実線　15cm　t=1.5mm

区画線設置［溶融式］
　　156.6                           = 156.6 156.6 150

実線　20cm　t=1.5mm

区画線設置［溶融式］
　　43.1                           = 43.1 43.1 43

破線　15cm　t=1.5mm

区画線設置［溶融式］
　　3.0                           = 3.0 3.0 3

ゼブラ　45cm　t=1.5mm

区画線設置［溶融式］
　　12.0                           = 12.0 12.0 12

矢印・記号・文字　15cm換算　t=1.5mm

区画線設置［溶融式］
　　19.6                           = 19.6 19.6 19

橋梁補修工【特定溝橋BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ】

ひび割れ補修工 計算書

P_1

充てん工法

ひび割れ補修工

（充填工法）
1 1

ｍ

式

構造物

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ
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規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

（内訳） 延長 　　6.50             =         6  m

充填剤：可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 　 0.845             =       0.8  kg
低圧注入工法

ひび割れ補修工

（低圧注入工法）
1 1

（内訳） 延長 　 103.7             =        103  m

注入材：ｴﾎﾟｷｼ樹脂1種 　 0.288  ×  1.15  =  0.33             =       0.3  kg ﾛｽ率15%（参考）

ｼｰﾙ材：ｴﾎﾟｷｼ樹脂 　10.572             =      10.5  kg

注入器具：定量型 　   706             =       706  個
断面修復工 計算書

P_1

左官工法

断面修復工（左官工法）
　（内訳）　　0.012             =      0.01  m3 1 1

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻積込・運搬(断面修復工)

コンクリート殻積込・運搬

（断面修復工） 運搬距離2.6km　路面：良好DID有
　　0.01                           = 0.01 0.01 0.01

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(無筋)

処分費 ；投棄量０．０１m3
　　0.01  m3 1 1

構造物撤去工

構造物

構造物

m3

式
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規　　格 計算数量 設計数量 単位 摘　    要

数　量　総　括　表

業 務 名 塩屋野中線1号橋修繕工事
事業区分 -

工種区分 -

工　種・種　別・細　別・名　称 算　　              式

構造物取壊し工 計算書

P_8

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し

構造物とりこわし工 無筋構造物

；[機械施工]
　　 1.9                           = 1.9 1.9 1

運搬処理工

殻運搬

ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし

殻運搬 ；ＤＩＤ区間有り Ｌ＝3.3km以下
　　 1.9                           = 1.9 1.9 1

殻処分

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(無筋)

処分費 ；投棄量１m3
　　   1  m3 1 1

仮設工

交通管理工

交通誘導警備員

交通誘導警備員 Ｂ
42 42

m3

人日

m3

式
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  特  記  仕  様  書   

              

              

  事業名    道路メンテナンス事業     

              

              

              

  工事名 塩屋野中線 1号橋修繕工事   

              

              

              

  工事施工箇所 赤穂市 加里屋 地内   

              

              

              

  工事期間 契約書に定める工事の始期日～令和 ９年  ２月 26日   

              

              

              

              

  兵 庫 県 赤 穂 市   
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第 1 章 総則 

 

（特記仕様書の適用） 

第  １条  本工事は、設計書、図面、兵庫県土木工事共通仕様書（最新版）及び第２章

第２項に定めた準拠規格及び関係法令を遵守するとともに、この特記仕様書

により施工しなければならない。 

（主任技術者及び監理技術者） 

第  ２条  受注者は、本工事に関する主任（監理）技術者を定め、その氏名を書面によ

り発注者に通知しなければならない。主任（監理）技術者を変更したときも

同様とする。 

（技術管理） 

第  ３条  主任（監理）技術者は、次に揚げる技術管理を実施しなければならない。た

だし、工事の進捗に伴い、必要な事項が生じた場合には、次の各号に追加す

ることがある。 

（１）品質管理 

（２）写真、展開図による出来形管理 

（３）工程表による工程管理 

（品質管理） 

第  ４条  主任（監理）技術者は、兵庫県土木工事施工管理基準（最新版）で定めると

ころによる測定又は試験を行い、管理図又は結果表を作成し、監督員に提出

しなければならない。 

（測定・試験値による措置） 

第  ５条  主任（監理）技術者は、前条の管理図、結果表の測定若しくは試験値が著し

く偏向している場合又はバラツキが大きい場合若しくは所定の範囲に適合

しない場合には、その原因を究明し、施工計画の見直し等の措置を講ずると

ともに、その結果表を監督員に報告し、工事の手直し、補強等の必要がある

場合には監督員の指示に従わなければならない。 

（出来形管理） 

第  ６条  主任（監理）技術者は、工事の施工の順序に従い工事写真及び出来形確認図

を作成し、監督員に提出しなければならない。 

（工事写真） 

第  ７条  前条の工事写真はサービス版とし、工事着手前、施工中（品質管理写真を含

む。）及び完成後におけるそれぞれの写真の撮影箇所、枚数、整理方法等に

ついては監督員の指示に従うものとする。 

（施工後明視できない箇所の測定・撮影） 

第  ８条  水中又は地下に埋設する工事、その他完成後外面から明視することができな

い工事の施工箇所については、主任（監理）技術者は原則として監督員の立

会を求め、測定及び工事写真の撮影を行うものとする。 
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（工事管理） 

第  ９条  主任（監理）技術者は、横線式（バーチャート）又はネットワーク式その他

による工程表を作成し、監督員に提出するとともに工程の完全な遂行を図ら

なければならない。 

２  災害その他の事情により工事が遅延したときは、主任（監理）技術者は直

ちにその理由、原因を書面により監督員に提出するとともに、進捗度の回

復に努めなければならない。 

（現場管理） 

第１０条  受注者は、現場代理人、監理技術者、主任技術者及び専門技術者並びに下請

負業者に、工事現場内において工事名、工期、顔写真、所属会社名及び社印

の入った名札を着用させるものとする。 

 

監理（主任）技術者 

       氏 名 ○○ ○○ 

       工事名 ○○○○○○○○○工事 

       工 期 自 令和○○年○○月○○日 

写   真      至 令和○○年○○月○○日 

2㎝×3㎝ 

程   度 

       会社名 ◇◇建設株式会社 印 

 

 

（工事実績データベースの登録義務） 

第１１条  受注者は、受注時又は変更時において工事受注金額が５００万円以上の工事

について、工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、受注・変更・

完成・訂正時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し監督員の確認を

受けたうえ、受注時は契約後、土・日曜日、祝日等を除き１０日以内に、登

録内容の変更時は変更があった日から土・日曜日、祝日等を除き１０日以内

に、完成時は工事完成後１０日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請し

なければならない。 

また、（一財）日本建設情報総合センター発行の「工事カルテ受領書」が

受注者に届いた際には、その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

なお、変更時と完成時の間が１０日間に満たない場合は、変更時の提出を省

略できるものとする｡ 
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（建設副産物対策） 

第１２条 「兵庫県建設リサイクル推進計画」（平成１６年１月策定）の推進を図るた

め、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイク

ル法」という。）（平成１２年５月）に基づく「再生資源利用［促進］（計画・

実施）書」を作成し提出すること。 

・工事着手時 ： 「再生資源利用［促進］計画書」 

・完  成  時 ： 「再生資源利用［促進］実施書」 

２ 建設リサイクル法第１３条及び省令第４条に基づく書面を工事着手時に提

出すること。 

３  再資源化等をする施設の名称及び所在地 

特 定 建 設 資 材         

廃 棄 物 の 種 類 
施設名称 所在地 運搬距離 受入等諸条件 その他 

Co塊(無筋) 

千種建設㈱ 
赤穂市中広

1675他 3筆 
2.6km 

当該施設の受

入条件を遵守

すること 

監 督 員

の 指 示

による 

Co塊(無筋) 

(断面修復) 

As塊(掘削) 

レキ質土 ㈱坪田興業 
赤穂市周世 

1260-1 
7.7km 

    上表は、積算参考条件を明示しているものであり、受入施設を指定するも

のではない。受注者は、県登録施設から搬出先施設を選定し、兵庫県土木工

事共通仕様書に基づき、施工計画書に記載して監督員に提出しなければなら

ない。なお、受注者の選定した施設が、積算参考条件と異なる場合において

も設計変更は行わない。 

ただし、上表の施設が工事発注後に県登録施設から登録抹消されるなど、

受入困難となった場合は、設計変更を行う。 

この他、工事発注後に明らかになった事情により、当初想定した積算参考

条件により難い場合は、監督員と協議の上、必要に応じて設計変更を行う。 

第１３条 舗装の切断作業に伴い発生する濁水等の適正処理 

（１）濁水等の適正処理 

        舗装の切断作業に伴い発生する濁水等は、「廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律」に基づき、下表の分類により、適正に処理すること。 
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表  産業廃棄物の分類 

工法  

区分 
濁水が生じる工法（湿式） 

濁水が生じない工法 

（空冷式 等） 

排出形態 濁水※1 粉体 

産業廃棄物の 

分類 

「汚泥」、含まれる成分によっ

ては、「汚泥＋廃アルカリ混合

物」 

 （※1乾燥させた場合も同様） 

「がれき類」※2 

（※2政令市等[神戸･尼崎･西宮･

明石･姫路]以外における取扱

い。政令市等における分類は異

なる場合があるため、別途当該

市の環境部局に確認のこと） 

（２）濁水が生じる工法での処理方法等 

        濁水が生じる工法（湿式）を採用する場合は、産業廃棄物の「汚泥」又は

「汚泥＋廃アルカリ混合物」として適正に処理すること。収集・運搬・処理

方法は下記ア～ウのとおりとする。 

      ア 収集方法 

        以下の収集方法等により、直接現場外に排水することなく、適正に収

集すること。なお、これらの方法は指定ではなく、各現場にて適正に収

集することが可能な方法で収集すること。 

イ 運搬方法 

収集した濁水は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の運搬の基準

に従い、適正に処理すること。 

ウ 処理方法 

          収集した濁水は、産業廃棄物の「汚泥」として「廃棄物の処理及び清掃

に関する法律」に基づき適正に処理すること。 

             なお、収集した濁水に含まれる成分によっては、産業廃棄物の「廃アル

カリ」との混合物に分類される可能性があるため、処理の際には十分注意

すること。また、pH12.5以上の場合は「特別管理産業廃棄物」としての

処理が必要となるので十分注意すること。 

            「廃アルカリ」又は「特別管理産業廃棄物」としての処理が必要となっ

た場合には、その処理方法を監督員と協議の上、適正に処理するものとし、

その際に必要となる経費については、設計変更の対象とする。 

（３）濁水が生じない工法での処理方法等 

        濁水が生じない工法（空冷式等）を採用する場合は、収集にあたり吸引装

置を併用するなど、粉塵の飛散防止対策を行うとともに、収集した粉塵につ

いては、産業廃棄物の「がれき類」として適正に処理すること。 

（４）当初設計における濁水処理費 

      当初設計においては、建設副産物の処理並びに受入価格（建設廃棄物「汚

泥」）については、兵庫県土木部が発行する（令和８年８月１日）備考及び

特記事項に「500㎏まで一律」と記載されているため以下のとおり計上して

いる。濁水量は実施数量（マニュフェストで確認）に応じて設計変更を行う。 

① 濁水量  500kg 

② 運搬費  小型車(2tクラス) L=3.3km 

③ 処理施設 ㈱赤穂リサイクルセンター 



6 

 

廃 棄物

の種類 

施設の 

名称 
所在地 

運搬 

距離 
受入等諸条件 その他 

汚泥・泥水 ㈱赤穂ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 
赤穂市加里屋

1250-1 
3.3km 

当該施設の受

入条件を遵守

すること 

監 督 員

の 指 示

による 

      上表は、積算参考条件を明示しているものであり、受入施設を指定するも

のではない。受注者は、県登録施設から搬出先施設を選定し、兵庫県土木工

事共通仕様書に基づき、施工計画書に記載して監督員に提出しなければなら

ない。なお、受注者が選定した施設が、積算参考条件と異なる場合において

も設計変更は行わない。 

      ただし、上表の施設が工事発注後に県登録施設から登録抹消されるなど、

受入困難となった場合は、設計変更を行う。 

      この他、工事発注後に明らかになった事情により、当初想定した積算参考

条件により難い場合は、監督員と協議の上、必要に応じて設計変更を行う。 

（建設リサイクル法等に基づく手続き） 

第１４条 受注者は、契約締結までに建設リサイクル法第１２条に基づき、必要事項を

所定の書面に記載し提出すること。また、工事が完了したときは、建設リサ

イクル法第１８条に基づき、以下の事項を書面に記載し、提出するものとす

る。 

・再資源化が完了した年月日 

・再資源化等をした施設の名称及び所在地 

・再資源化等に要した費用 

また、受注者は、法令等に基づき、再生資源利用計画及び再生資源利用促

進計画を工事現場の公衆が見やすい場所に掲げなければならない。掲示様式

は県 HP に掲載の様式又は建設副産物情報交換システムで出力される様式

を使用することとする。 

（建設廃棄物処理） 

第１５条  建設廃棄物の処理は「建設副産物適正処理推進要綱」に基づき処理すること。 

（水セメント比の上限値） 

第１６条  土木コンクリート構造物の耐久性を向上させるため、当該工事に使用するコ

ンクリートの水セメント比は、鉄筋コンクリートについては５５％以下、無

筋コンクリートについては６０％以下とする。 

（交通誘導員の資格等） 

第１７条  本工事に配置する交通誘導員は、原則として交通誘導警備検定合格者（１級

又は２級）を配置することとする。ただし、交通誘導警備検定合格者を配置

できない場合は、交通誘導に関し専門的な知識及び技能を有する警備員を配

置することとする 
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資  格 資 格 要 件 

１・２級交通誘導警備検

定合格者 

公安委員会が学科及び実技試験を行って、交通誘

導警備に関して専門的な知識及び技能を有すると

認めた者。 

交通誘導に関して専門

的な知識及び技能を有

する警備員 

・ 警備業法における警備員指導教育責任者資格

者証の交付を受けている者。 

・ 警備業法における指定講習を修了した者。 

・ 警備業法施行規則における基本教育及び業務

別教育（警備業法第２条第１項第２号の警備

業務）を既に受けている者で、交通誘導に関

する警備業務に従事した期間（実務経験）が

１年以上である者。 

２ 受注者は、交通誘導員として交通誘導警備検定合格者を配置した場合、交通

誘導警備検定合格証（写し）を監督員に提出するものとする。 

受注者は、交通誘導員として交通誘導に関し専門的な知識及び技能を有す

る警備員を配置した場合、交通誘導に関し専門的な知識及び技能を有すると

確認できる次の資料のいずれかを監督員に提出するものとする。 

      ・警備員指導教育責任者資格者証（写し） 

      ・指定講習修了証明書（写し） 

・警備業法施行規則第３８条第２項に定める基本教育並びに同条第３項及

び第４項に定める業務別教育（警備業法第２条第１項第２号の警備業

務）を受講したことを証明する警備員名簿及び教育実施状況等の写し、

並びに交通誘導に関する警備業務に従事した期間(実務経験)が 1 年以上

であることを証明する書類。 

（瀝青材料・一般事項） 

第１８条 本工事における再生密粒度アスファルト混合物（ＴＯＰ１３）は、下水汚泥

溶融スラグを用いたアスファルト混合物（以下「下水汚泥スラグアスファル

ト混合物」という。）の使用を原則とする。ただし、材料の調達が困難な場

合は、通常の再生密粒度アスファルト混合物の使用を妨げない。 

      なお、この場合、事前に発注者の了解を得るものとするが、設計変更の対

象とはしない。 

   ２ 下水汚泥スラグアスファルト混合物における材料の試験成績表や品質証明

書の提出、配合設計及び試験練り等については、兵庫県土木工事共通仕様書

によるものとする。 

   ３ 下水汚泥溶融スラグ及び下水汚泥スラグアスファルト混合物の品質は「下水

汚泥溶融スラグの品質基準」、「下水汚泥溶融スラグを用いたアスファルト混

合物の品質基準」を満たすものとする。 

   ４ 下水汚泥スラグアスファルト混合物には、揖保川浄化センター（兵庫西流域

下水汚泥広域処理場）で製造された溶融スラグを使用するものとする。 

（境界ブロック・一般事項） 

第１９条 本工事においては、「下水汚泥溶融スラグを用いたコンクリート二次製品使

用促進要領」（以下「要領」という。）に基づき認定された下水汚泥溶融ス
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ラグを用いたコンクリート二次製品（以下「認定製品」 という。）の使用

を原則とする。 

ただし、認定製品が調達できない等の理由により、監督員の了解を得られ

た場合は認定製品以外の製品を使用することができる。ただし、設計変更の

対象とはしない。 

   ２ 認定製品の品質管理においては、JIS 認証製品と同様の取り扱いとする。 

   ３ 受注者は、現地に納品された製品について、要領に記載されたスラグマーク

の表示を確認するものとする。 

（施工体制台帳） 

第２０条 受注者は、施工体制台帳及び施工体系図を作成し､工事現場に備えるととも

に、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第１５条に基づい

て監督員に提出するものとする。このとき、施工体制台帳は兵庫県土木工事

共通仕様書の様式例－１及び様式例－２、施工体系図は様式例－３を参考と

してそれぞれ作成するものとする。 

      また、受注者は、様式例－４を参考として工事担当技術者の施工体系図を

作成して、監督員に提出するものとする。工事担当技術者の施工体系図には､

受注者の主任（監理）技術者及び専門技術者並びに下請負業者の主任技術者

の顔写真、氏名、生年月日、所属会社名等を記載するものとする。 

   ２ 受注者は、建設業法施行規則第１４条の２第４項第２号に基づく添付書類を

施工体制台帳とともに、監督員に提出するものとする。 

（レディーミクストコンクリート） 

第２１条  受注者はコンクリート打設毎に「打設状況報告書」を作成し監督員に提出す

るものとする。 

（週休２日制度） 

第２２条  本工事は、原則週休２日（土曜・日曜）を確実に取得できるよう工事を実施

する「週休２日制度」の対象工事であり、その旨を工事看板に明記すること。 

また、建設業へ入職しやすい環境整備のため、週休２日が確実に確保できる

よう受発注者間で工程を調整し、施工計画を作成するなどの取組みを行う。 

２  悪天候や作業工程等の理由により、平日が現場閉所となり、土曜や日曜に作

業を行った場合は、１ヵ月あたり２日を上限として、土曜・日曜の現場閉所

日を平日に振り替えることを可能とする。なお、月単位の週休２日が認めら

れる状態になるよう振り替えること。 

３  現場稼働中の工期（工事着手（現場測量等）前、年末年始休暇６日間、夏季

休暇３日間、一時中止期間、工場製作期間、工事完了後等の期間を除く。）

において現場閉所の週休２日(月単位の週休２日)を達成した場合に工事成

績の評価を行う。 

明らかに受注者側に週休２日に取り組む姿勢が見られなかった場合は、

「法令遵守等」で減点措置を行う。 

４  現場閉所の確認のため、受注者は、工事履行報告書を提出すること。 

５  土曜・日曜の休日に受注者の作業員及び下請け企業が他の現場で作業に従事

することを制限しない。同様に現場代理人等（監理技術者、主任技術者）が

休日に書類作成等の内業や他の現場に従事することを制限しない。ただし、

専任の者である場合、他の現場に従事しないこと。 
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補  足  事  項 

 

１．受注者は、交通安全に関して所轄警察署、地元関係者に事前に連絡し危険防止に

努めること。 

 

２．既設埋設物等本工事に支障をきたす場合は、監督員に連絡し、受注者にて手続き

の上、対処すること。 

 

３．本工事の施工にあたり、当然必要と認められる些少の工事箇所については、発注

者・受注者で協議の上、監督員の指示に従い施工すること。 

 

 ４．本工事の竣工後、監督官庁等の検査前における手直し及び監督員の指示する修繕

は、受注者の負担にて行うこと。 

 

 ５．受注者は、工事現場付近における事故防止のため一般の立入を禁止する場合は、

その区域に柵、門扉、立入禁止の標示板等を設けなければならない。 

 

 ６．受注者は、工事期間中（工事引渡しまで）、安全巡視を行い、工事区域及びその

周辺の監視又は監督員に連絡を行い、安全を確保しなければならない。 

 

 ７．受注者は、工事中における安全確保をすべてに優先させ、労働安全衛生法等関連

法令に基づく措置を常に講じておくこと。 

 

８．本工事は、前払金の対象であり、一般管理費等の補正は行っていない。（前払補

正係数＝1.00） 

 

９．契約後速やかに設計図書に基づく現地照査を実施し、結果について監督員と協議 

  すること。  

 

１０. 通行規制に関しては、関係機関及び監督員と協議の上、決定すること。 

 

１１. その他必要事項は、赤穂市契約規定による。 
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 提 出 書 類 一 覧 表  

  提出書類 提出時期 部数 提出 適        用 

  現場代理人届(経歴書共) 着手時 1 〇     

  主任(監理)技術者届(〃) 〃 1 〇     

  工事工程表 〃 2 〇     

  施工計画書 〃 2 〇     

  工事用材料の承認願 〃 2 〇     

  下請負者選定届 〃 1 〇   添付資料については、監督員の指示による 

  施工体制台帳 〃 1 〇   工事担当技術者の施工体系図も含む 

  工事カルテ受領書 〃 1 〇     

  リサイクル法に基づく書面 〃 2 〇   法律第 13 条及び省令４条に基づく書面 

  工事用材料の検査願 工事中 2 〇     

  施工承認図 〃 2 〇     

  週間工程表 〃 1 〇   前週の工程会議の日に提出 

  月間工程表 〃 1 〇   毎月２５日以前に提出 

  工事履行報告書 〃 1 〇   前月最終工程会議（打合せ）の日に提出 

  立会願・休日等の作業願い 〃 1 〇   前週の工程会議の日に提出 

  工事打合簿 〃 1 〇     

  工事完了届 完了時 1 〇     

  工事引渡書 〃 2 〇     

  工事請負金請求書 〃 1 〇     

  
出来形管理 〃 1 〇   

出来高数量総括表、出来形成果表、竣工図（展開図等）、

マニフェスト、再資源化等報告書、伝票、建退共証紙

貼付実績表 等 

  品質管理 〃 1 〇   品質管理試験成績書、コンクリート打設報告書 等 

  安全管理 〃 1 〇   新規入場者教育、安全教育・訓練等報告、KY 活動 等 

  工事写真 〃 1 〇     

  官公庁等への手続き 〃 1 〇   道路使用許可、特定建設作業実施届出書 等 

  その他 随 時 1 〇   監督員が必要とするもの。 
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区画線工

縁石
歩車道境界ブロック取替工

舗装
舗装打換え工
橋面防水工

舗装工　　　

3280

400 2500 380

1.5% 1.5%

B-B

1
0
7
5

(防草シート)(加里屋川)

防護柵
支柱嵩上げ工
パイプ取付工

地覆
断面修復工

舗装
舗装打換え工
クラック抑制シート設置工
橋面防水工

舗装工

上
流

S=1:100平面図

B

B

加里屋川

A1 A2A

A

地覆
断面修復工

縁石
歩車道境界ブロック取替工

地覆
ひびわれ補修工

防護柵
転落防止柵延長工

防護柵
転落防止柵延長工

防護柵

支柱嵩上げ工

袖ビーム取替え工

パイプ取付工

15100

6950

10150

16001600

8000

4
0
0

6950

4
0
0

1
6
8
0
0

10600

6830

2220

1550

2500

380

4003280

10500

7900

舗装
舗装打換え工
橋面防水工
クラック抑制シート設置工

舗装
舗装打換え工
橋面防水工

舗装
舗装打換え工
橋面防水工
クラック抑制シート設置工
区画線工

C

C

6000

500300

300

6600
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7600

15380

14650

2
5
0
0

6600

3
0
0

300

3
0
0

300

500 500

4
6
0

1
9
0
0

7600

6000300A1 A2

ボックスカルバート
C-C

A2橋台
ひびわれ補修工

A1橋台
ひびわれ補修工
断面修復工

主桁
ひびわれ補修工
断面修復工



塩屋野中線1号橋　コンクリート補修図(1) S=1:100
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5コンクリート補修図(1)

断面修復工

部材 単位

1

数量計算 数量 備　考

0.600 × 0.100 × 0.0042 断面剥離主桁 0.070m3

幅(mm)部材 単位 数量

1 m 1.200

主桁

0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.30

m0.30

m0.20

2.800

2.800

2.500

0.400

0.650

0.500

0.400

1.700

0.950

0.900

1.000

4.000

1.200

0.800

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

1.500

1.300

0.800

0.600

16

17

18

19

m0.20 1.80020

幅(mm)部材 単位 数量

21 m 0.800

主桁

0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.30

m0.20

m0.30

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

0.800

1.600

1.000

1.400

1.000

0.700

1.200

3.200

0.400

1.800

0.900

1.000

2.500

0.400

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

m0.30

m0.20

m0.20

m0.20

1.800

1.300

1.100

0.600

36

37

38

39

m0.30 1.50040

幅(mm)部材 単位 数量

41 m 0.400

主桁

0.20

m0.30

m0.20

m0.20

m0.25

m0.25

m0.25

m0.20

m0.35

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.25

4.500

0.400

0.600

1.600

1.500

0.400

0.500

3.000

0.400

0.400

1.000

0.800

1.700

2.000

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

m0.30

m0.20

m0.20

m0.30

3.000

2.000

2.800

2.100

56

57

58

59

m0.20 1.20060

幅(mm)部材 単位 数量

61 m 1.400

主桁

0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.25

m0.20

m0.20

0.900

0.800

1.250

1.000

1.000

0.600

62

63

64

65

66

67

m 90.050合　計

幅(mm)部材 単位 数量

1 m 6.500主桁 1.20

m 6.500合　計

ひびわれ充填工

m3 合　計 0.0042

ひびわれ注入工

凡　例
変状の種類 表　示 変状に対する対策

断面修復工

幅0.2～1.0mm未満のひびわれ ひびわれ注入工

剥　　離

1.0mm以上のひびわれ Uカット充填工

1

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状

　について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される

  場合は、監督員と別途協議すること。

A1 A2

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度



塩屋野中線1号橋　コンクリート補修図(2)

A1橋台

(上流側)(下流側)

下流側側面 上流側側面

下部工

1
2356789101112131415 4

2

1
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6コンクリート補修図(2)

S=1:60

断面修復工

幅(mm)部材 単位 数量

1 m 0.900

A1橋台

0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.20

m0.25

m0.25

m0.20

0.400

0.600

0.600

0.600

0.500

0.500

0.500

0.600

0.600

0.600

0.550

0.600

0.500

0.700

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

m 8.750

ひびわれ注入工

部材 単位

1

数量計算 数量 備　考

2

0.400 × 0.100 × 0.070 剥離・鉄筋露出0.0028

0.100 × 0.350 × 0.0025 断面剥離
A1橋台

0.070

m3

m3

凡　例
変状の種類 表　示 変状に対する対策

断面修復工
鉄筋露出

幅0.2～1.0mm未満のひびわれ ひびわれ注入工

剥　　離合　計 合　計m3 0.0053

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状

　について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される

  場合は、監督員と別途協議すること。

A1 A2 A2 A1

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

(市) 塩 屋 野 中 線



(上流側) (下流側)

A2橋台

下部工

下流側側面上流側側面

124 357 6

塩屋野中線1号橋　コンクリート補修図(3) S=1:60
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7コンクリート補修図(3)

幅(mm)部材 単位 数量

1 m 0.700

A2橋台

0.20

m0.20

m0.30

m0.30

m0.20

m0.20

m0.20

0.600

0.600

0.800

0.500

0.600

0.500

2

3

4

5

6

7

m 4.300合　計

ひびわれ注入工

凡　例
変状の種類 表　示 変状に対する対策

幅0.2～1.0mm未満のひびわれ ひびわれ注入工

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状

　について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される

  場合は、監督員と別途協議すること。

A2 A1 A1 A2

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

(市) 塩 屋 野 中 線



塩屋野中線1号橋　コンクリート補修図(4)
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8コンクリート補修図(4)

凡　例
変状の種類 表　示 変状に対する対策

断面修復工

幅0.2～1.0mm未満のひびわれ ひびわれ注入工

欠　　損

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状

　について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される

  場合は、監督員と別途協議すること。

幅(mm)部材 単位 数量

1 m 0.150
地覆

0.20

m0.30 0.4002

m 0.550合　計

ひびわれ注入工 断面修復工

部材 単位

1

数量計算 数量 備　考

0.100 × 0.400 × 0.0020 断面欠損地覆 0.050m3

m3 合　計 0.0020

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

上
流

加里屋川

1

1 2



塩屋野中線1号橋　コンクリート補修共通仕様詳細図
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塩屋野中線1号橋

縮尺 － 23

9コンクリート補修共通仕様詳細図

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状

　について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される

  場合は、監督員と別途協議すること。

 1.断面修復範囲はフェザーエッジとならないように、

カッターにより深さ10mm程度の切込みをいれる。

 2.既設鉄筋ケレンを行った後に、防錆材を塗布する。

鉄筋錆は確実に除去すること。

 3.既設鉄筋は下地処理後、迅速に防錆処理材を塗布

すること。

 4.鉄筋の腐食が確認されない剥離部、うき、豆板部は、

劣化したコンクリートを除去し、ポリマーセメント

モルタルで断面修復すること。

 5.ポリマーセメントモルタルの圧縮強度は設計基準

強度以上とすること。

 6.劣化部の除去にあたっては、確実に既設コンクリート

と定着するよう鉄筋裏約10mm程度まではつること。

断面修復工詳細図

断面修復 健全部

〔剥離・鉄筋露出等〕

断面修復工程

(カッター工含む)
コンクリートはつり

準　　備

表　面　処　理

断面修復(左官)

プライマー塗布

硬　化　養　生

仕　上　げ

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

(鉄筋露出やうき部等の鉄筋腐食箇所を対象)

片　付　け

完　　　了

プライマー塗布

カッター工
10mm程度はつり工

断面修復材(ポリマーセメントモルタル)
※補修深さは部位及び損傷程度により決定

健全部

防錆材塗布

ひびわれ

ひびわれ注入工詳細図
(ひびわれ幅0.2mm以上～1.0mm未満)

注入座金 300ピッチ

樹脂注入口

エポキシ樹脂1種注入材注入

ひびわれ注入工程

及びひびわれシール

注入器具の取り付け

準　　備

注　入　作　業

仕　上　げ　工

硬　化　養　生

シール材 幅30mm×厚2mm

片　付　け

完　　　了

表　面　処　理

10

1
0

プライマー塗布

ひびわれ充填工程

準　　備

充　填　作　業

仕　上　げ　工

硬　化　養　生

片　付　け

完　　　了

ひびわれ面のUカット

表　面　処　理

プライマー塗布

充填材：可とう性エポキシ樹脂

ひびわれ充填工詳細図
（ひびわれ幅1.0mm以上～5.0mm未満）

(市) 塩 屋 野 中 線

赤穂市　加里屋 地内

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度
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10橋面補修図(1)

塩屋野中線1号橋　橋面補修図(1)
舗装版撤去工

m   5.6  歩道部 t=30mm　歩道部:舗装工B t=30mm

 車道部 t=100mm　車道部:舗装工A t=100mm

備    考

舗装打換え工　数量表

補修項目 仕　　様 単位 数  量

 舗装版破砕  アスファルト舗装版 m2  車道部 t=100mm

 舗装版切断

168.2

m  79.7

 舗装版破砕 m2  60.5

 舗装版切断

 歩道部 t=30mm

 掘削工  砕石路盤 m3  11.4

 掘削工  砕石路盤 m3  15.4

 車道部 t=35mm～100mm

 歩道部 t=230mm～260mm,t=250mm～310mm

 舗装版破砕 m2  車道部:舗装工A t=100mm312.4

 舗装版破砕 m2  32.4  歩道部:舗装工B t=30mm

注記)

1.施工に際しては、現地再測の上、実施すること。

2.舗装及び路盤撤去後、ボックスカルバート上面のコンクリートに

　不健全部分及び不陸等が確認された場合は、不健全部及び不陸等

　が舗装の早期劣化並びにブリスタリングの原因となるため、橋面

　防水工を敷設する前に補修を行うこと。

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

 掘削工  土砂 m3  21.3  防草シート部 t=390mm

 アスファルト舗装版

 アスファルト舗装版

 アスファルト舗装版

 アスファルト舗装版

 アスファルト舗装版

S=1:100平面図

上
流

加里屋川

A1 A2

歩道As舗装版破砕範囲(舗装工B)

車道As舗装版破砕範囲(舗装工A)

272
7

28
56

25
87

1
3
3
4

2
1
4
3

2
1
7
9

車道As舗装版破砕範囲

凡　例

車道・歩道舗装版切断位置

歩道As舗装版破砕範囲

A=116.1m2

V=10.0m3

車道部:舗装工A

舗装版破砕

A=19.8m2

車道部:舗装工A

舗装版破砕

A=13.5m2

車道部:舗装工A

舗装版破砕

A=163.0m2

車道部:舗装工A

舗装版破砕

歩道部:舗装工B

舗装版破砕

A=3.8m2

歩道部:舗装工B

舗装版破砕

A=13.6m2

歩道部:舗装工B

舗装版破砕

A=8.4m2

歩道部:舗装工B

舗装版破砕

A=6.6m2

舗装版切断

L=43.0m

舗装版切断

L=2.2m

舗装版切断

L=1.3m

舗装版切断

L=2.1m

車道部

舗装版破砕

A=19.7m2

歩道部

舗装版破砕

A=43.7m2

車道部

舗装版破砕

A=148.5m2

歩道部

舗装版破砕

A=16.8m2

車道部

掘削工(砕石路盤)

V=1.3m3

歩道部

掘削工(砕石路盤)

V=4.7m3

歩道部

掘削工(砕石路盤)

車道部

掘削工(砕石路盤)

V=10.7m3

舗装版切断

L=2.7m

舗装版切断

L=5.4m

3
4
3
6

9
7
5
7

1
0
7
5
5

4535舗装版切断

L=10.8m

舗装版切断

L=8.0m

舗装版切断

L=9.8m

43031

V=21.3m3

防草シート部

掘削工(土砂)

16800

10800 400

2030150

400

2870 150

2.0%1.5% 6
01.0%

S=1:50断面図

(塩屋野中線)

歩道 歩道

4720 6080

(防草シート) 1
1
0
0

3020 2180

基礎コンクリート

3
0

3
0

2
5
0

3
1
0

2
3
0

2
6
0

3
0

砕石路盤
砕石路盤

敷モルタル(t=10)

基礎コンクリート

敷モルタル(t=10)

3
01
0
0

ボックスカルバート天端

4
0
0

表層　再生密粒度As t=50mm
基層　再生粗粒度As t=50mm

砕石路盤

表層 再生細粒度As t=30mm表層 再生細粒度As t=30mm

表層 再生細粒度As t=30mm

1.5% 2.0% 1
4
0

1
2
0

1
0
0

1
0
0

3
5

3
51
0
0

1
0
0
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11橋面補修図(2)

塩屋野中線1号橋　橋面補修図(2)

橋面防水工

 防水層  シート系(流し貼り型) m2 287.0

 端部処理  シルバーメッシュ同等品以上 m  99.9

注記)

1.施工に際しては、現地再測の上、実施すること。

2.舗装及び路盤撤去後、ボックスカルバート上面のコンクリートに

　不健全部分及び不陸等が確認された場合は、不健全部及び不陸等

　が舗装の早期劣化並びにブリスタリングの原因となるため、橋面

　防水工を敷設する前に補修を行うこと。

備    考補修項目 仕　　様 単位 数  量

橋面防水工　数量表

 成形目地材  セロシールSS同等品以上 m  86.8

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

上
流

S=1:100平面図

加里屋川

A1 A2

車道防水層設置範囲

凡　例

歩道防水層設置範囲
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7789

10
75

423

89
82

68
25

16
62

5
6
8

16
87

84
1

101

車道部

防水層(シート系流し貼り型)

A=19.7m2

歩道部

防水層(シート系流し貼り型)

A=45.9m2

車道部

防水層(シート系流し貼り型)

A=148.5m2

歩道部

防水層(シート系流し貼り型)

A=18.2m2

9346

20
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6

25
87

25
87

7900

62
84

46
97

14
14

72
0

2500

9122

A=54.7m2

防草シート部

防水層(シート系流し貼り型)

16800

10800 400
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400

2870 150

2.0%1.5% 2.0%1.0%

S=1:50断面図
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敷モルタル(t=10)

ボックスカルバート天端
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表層　再生密粒度As t=50mm
基層　再生粗粒度As t=50mm

砕石路盤

表層 再生細粒度As t=30mm表層 再生細粒度As t=30mm

防水層(シート系流し貼り型) 防水層(シート系流し貼り型)

防水層(シート系流し貼り型)

(防草シート)
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端部詳細図 S=1:5

(車道部)

(舗装工A)

舗装(表層)

舗装(基層)

上層路盤

舗装(表層)

舗装(基層)

上層路盤

(歩道部)

舗装天端

アスファルト舗装

クラック抑制シート

下層路盤

舗装(表層)舗装(表層)

(舗装工B) 舗装天端

アスファルト舗装

端部処理 ボックスカルバート天端

防水層シート系
(流し貼り型)

上層路盤上層路盤

舗装天端

路床
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12橋面補修図(3)

塩屋野中線1号橋　橋面補修図(3)

舗装打換え工・クラック抑制シート設置工

備    考補修項目 仕　　様 単位 数  量

 アスファルト舗装  再生密粒度As  車道部　表層 t=50mm168.2

 歩道部　表層 t=30mm

 アスファルト舗装  再生粗粒度As  車道部　基層 t=50mm

 アスファルト舗装  再生細粒度As

168.2

 60.5

 路盤工(上層路盤)  粒調砕石

 クラック抑制シート設置工 m  88.0

 再生クラッシャーラン m2

 車道部 t=35mm～100mm

 歩道部 t=230mm～260mm,t=250mm～310mm

168.2

 60.5

 再生密粒度As  車道部:舗装工A 表層 t=50mm312.4

 再生粗粒度As  車道部:舗装工A 基層 t=50mm312.4

 歩道部:舗装工B　表層 t=30mm アスファルト舗装  再生細粒度As  32.4

 G・Asシート同等品以上  標準幅1.0m

注記)

1.施工に際しては、現地再測の上、実施すること。

2.舗装及び路盤撤去後、ボックスカルバート上面のコンクリートに

　不健全部分及び不陸等が確認された場合は、不健全部及び不陸等

　が舗装の早期劣化並びにブリスタリングの原因となるため、橋面

　防水工を敷設する前に補修を行うこと。

舗装打換え工　数量表

 アスファルト舗装

 アスファルト舗装

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

 路盤工(上層路盤)

54.7m2 アスファルト舗装  再生細粒度As  防草シート部 t=30mm

上
流

S=1:100平面図

加里屋川

A1 A2

1
3
3
4

2
1
7
9

2500

2500

A=116.1m2

歩道As舗装版設置範囲(舗装工B)

車道As舗装版設置範囲(舗装工A)

車道As舗装版設置範囲

凡　例

歩道As舗装版設置範囲

クラック抑制シート設置範囲
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1
0
0
0
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0
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0
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0
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0

3000

1
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0
0
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車道部:舗装工A

舗装版打換え工(As舗装)

車道部

舗装版打換工(As舗装)

路盤工(砕石路盤)

A=19.7m2

歩道部

舗装版打換工(As舗装)

路盤工(砕石路盤)

A=43.7m2

車道部

舗装版打換工(As舗装)

路盤工(砕石路盤)

A=148.5m2

歩道部

舗装版打換工(As舗装)

路盤工(砕石路盤)

A=16.8m2

クラック抑制シート設置

L=43.0m

クラック抑制シート設置

L=35.0m
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舗装版打換え工(As舗装)
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クラック抑制シート設置

L=5.0m

2000

1
0
0
0

3000

1
0
0
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端部詳細図 S=1:5

(車道部)

(舗装工A)

舗装(表層)

舗装(基層)

上層路盤

舗装(表層)

舗装(基層)

上層路盤

(歩道部)

舗装天端

アスファルト舗装

クラック抑制シート

下層路盤

舗装(表層)舗装(表層)

(舗装工B) 舗装天端

アスファルト舗装

端部処理 ボックスカルバート天端

防水層シート系
(流し貼り型)

上層路盤上層路盤

舗装天端

路床
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塩屋野中線1号橋　橋面補修図(4)

歩車道境界ブロック取替え工

 歩車道境界ブロック撤去工 m  歩道部(BOX上)　24.1

 歩道部m 24.1

 3.9

 歩車道境界ブロック設置工  A型

 歩車道境界ブロック設置工  A型 m  取合い土工歩道部

 とりこわし工 m3 13.4  歩道部　

 床掘り  再生クラッシャーラン＋路床 m3  0.8

 埋戻し m3  0.4  取合い土工歩道部

 A型

 路床
注記)

1.施工に際しては、現地再測の上、実施すること。

2.舗装及び路盤撤去後、ボックスカルバート上面のコンクリートに

　不健全部分及び不陸等が確認された場合は、不健全部及び不陸等

　が舗装の早期劣化並びにブリスタリングの原因となるため、橋面

　防水工を敷設する前に補修を行うこと。

備    考補修項目 仕　　様 単位 数  量

歩車道境界ブロック取替え工　数量表

 取合い土工歩道部

 路盤工  再生再生クラッシャーラン m2  2.2  取合い土工歩道部

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

 路盤工  粒調砕石 m2  2.0  取合い土工歩道部

S=1:100平面図

A1 A2

9229

歩道部

歩車道境界ブロック撤去復旧工

A型ﾌﾞﾛｯｸ L=14.9m,V=0.67m3

歩道部

歩車道境界ブロック撤去復旧工

A型ﾌﾞﾛｯｸ L=9.2m,V=0.45m3

1271

取合い土土歩道部

歩車道境界ブロックとりこわし復旧工

A型ﾌﾞﾛｯｸ　L=1.3m,V=0.07m3

取合い土工歩道部

歩車道境界ブロックとりこわし復旧工

A型ﾌﾞﾛｯｸ　L=2.0m,V=0.12m3

上
流

加里屋川

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去復旧範囲

凡　例

取合い土工歩道部

歩車道境界ブロックとりこわし復旧工

A型ﾌﾞﾛｯｸ L=0.6m,V=0.03m3

14859 2039 600

16800

10800 400
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400

2870 150
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0

表層 再生細粒度As t=30mm表層 再生細粒度As t=30mm

橋面防水層(シート系流し貼り型)

橋面防水層(シート系流し貼り型)
橋面防水層(シート系流し貼り型)

表層　再生密粒度As t=50mm
基層　再生粗粒度As t=50mm
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0
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0
0

表層 再生細粒度As
t=30mm

S=1:10
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歩車道境界ブロック
(A型10cm斜 ひねり無)

歩車道境界ブロック
(A型)
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切り下げ部

切り下げ部縦断面図

150

1
2
0

8
0

170

R2
0

2
1
0

0
4
5

5
5

3
0

2
3
0

歩道

車道

(
1
4
0
)

(
2
5
0
)

(
6
5
)

※(  )内数字は下流側を示す。

歩車道境界ブロック撤去復旧詳細図 S=1:6
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0
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0
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取合い土工歩道部
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基礎コンクリート
18-12-20

敷モルタル

アスファルト舗装

歩車道境界ブロック
(A型)

アスファルト舗装

砕石路盤

ボックスカルバート天端

基礎コンクリート
18-8-40BB

敷モルタル

アスファルト舗装

歩車道境界ブロック
(A型)

アスファルト舗装再生クラッシャーラン

路床

防水層(シート系)
(流し貼り型)
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500

上層路盤(粒調砕石)
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塩屋野中線1号橋　橋面補修図(5)

歩車道境界ブロック取替え・街渠打換え工

m3 0.58 とりこわし工  コンクリート

 床掘り  再生クラッシャーラン＋路床＋路盤 m3 3.9

 埋戻し m3 1.4 路床

m2

m2 路盤工(歩道部)  再生クラッシャーラン 6.9
注記)

1.施工に際しては、現地再測の上、実施すること。

2.舗装及び路盤撤去後、ボックスカルバート上面のコンクリートに

　不健全部分及び不陸等が確認された場合は、不健全部及び不陸等

　が舗装の早期劣化並びにブリスタリングの原因となるため、橋面

　防水工を敷設する前に補修を行うこと。

備    考補修項目 仕　　様 単位 数  量

歩車道境界ブロック取替え・街渠打換え工　数量表

 取合い土工歩道部

 取合い土工歩道部

 取合い土工歩道部

 取合い土工歩道部

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

 路盤工(車道部)  粒調砕石＋再生クラッシャーラン 6.0  取合い土工歩道部

 プレキャスト街渠  A型 m 6.9  取合い土工歩道部

 現場打街渠  切下げ m 5.1  取合い土工歩道部

取合い土工歩道部

プレキャスト街渠(A型)撤去復旧工

S=1:100平面図

A1 A2

44
53

L=0.6m

L=5.0m,V=0.16m3

取合い土工歩道部

街渠とりこわし復旧工

V=0.42m3

上
流

加里屋川

3
0
2

歩車道境界ブロックとりこわし復旧範囲

凡　例

街渠撤去復旧範囲

55
35

取合い土工歩道部

プレキャスト街渠(A型)撤去復旧工

L=0.6m

取合い土工歩道部

プレキャスト街渠(A型)撤去復旧工

 L=1.1m

取合い土工歩道部

プレキャスト街渠(A型)撤去復旧工

取合い土工歩道部

現場打街渠とりこわし復旧工
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切り下げ部縦断面図 S=1:10

切り下げ部

切り下げ部①



S=1:100平面図
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流
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15橋面補修図(6)

塩屋野中線1号橋　橋面補修図(6)

区画線工

 白色、実線、W=15cm　  外側線(18.0m＋6.6m＋4.2m＋3.4m＋24.3m＋1.9m)

 道路中央線(13.2m＋16.2m)

 58.4

 29.4

 11.1

 黄色、実線、W=20cm　

 白色、ゼブラ、W=45cm

 「進行方向」W=15cm換算(6.25m＋6.66m×2) 19.6 白色、矢印、W=15cm換算　

 白色、実線、W=15cm　  車線(5.5m＋5.2m) 10.7

  3.0

 白色、実線、W=15cm　  外側線(14.4m＋10.3m)

 道路中央線

 24.7

 13.7 黄色、実線、W=20cm　

 白色、実線、W=15cm　  車線  5.0

  0.9  白色、破線、W=15cm　  外側線 白色、ゼブラ、W=45cm  導流帯

 導流帯

 白色、実線、W=15cm　  導流帯(13.5m＋11.9m) 25.4  白色、実線、W=15cm　  導流帯(15.3m＋17.1m) 32.4

注記)

1.施工に際しては、現地再測の上、

　実施すること。備    考

取合土工部区画線工　数量表

補修項目 仕　　様 単位 数  量

m

 区画線工

備    考

区画線工　数量表

補修項目 仕　　様 単位 数  量

m

 区画線工

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度



シート系防水材
(流し貼り型)

塩屋野中線1号橋　橋面補修共通仕様詳細図

防水工詳細図

車道部 歩道部

端部処理詳細図

表層(再生細粒度As)(13)

舗装構成図

歩道部車道部

シート系防水材
(流し貼り型)

基層(再生粗粒度As)(20)

表層(再生密粒度As)(13)

取合い土工部
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車道部(舗装工A)
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表層(再生密粒度As)(13) 5
0

5
0

1
0
0

上層路盤(粒調砕石)

2
5
0

下層路盤(再生クラッシャーラン RC-30)

表層(再生細粒度As)(13)

歩道部(舗装工B)

3
0

1
0
0

路床

路床

舗装天端

アスファルト舗装(t=30)

(地覆)

舗装(表層)

歩道部

路盤

舗装天端

アスファルト舗装(t=50+50)

(地覆) 舗装(表層)

舗装(基層)

車道部(支線)

路盤

舗装(表層)舗装(表層)

(歩道部)(車道部)
取合い土工部

(舗装工B)
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16橋面補修共通仕様詳細図

シート系防水材(流し貼り型)

プライマー

下地処理

舗装打換
基層(再生粗粒度As)(20) t=50mm

舗装打換
表層(再生密粒度As)(13) t=50mm

上層路盤(粒調砕石)
t=35～100mm

シート系防水材(流し貼り型)

プライマー

下地処理

舗装打換
表層(再生細粒度As)(13) t=30mm

3
0

上
流

 
t
=
2
3
0
～

2
6
0
m
m

下
流

 
t
=
2
5
0
～

3
1
0
m
m

上層路盤(再生クラッシャーラン)
上流 t=230～260mm
下流 t=250～310mm

舗装天端

アスファルト舗装

S=1:5

成形目地材 厚さ5mm×幅30mm

ボックスカルバート天端

10 10

クラック抑制シートラップ長詳細図

※G・Asシートを重ねる際は、10mm以上重ねて敷くこと。

1:5

成形目地材 厚さ5mm×幅50mm

ボックスカルバート天端 端部処理 ボックスカルバート天端

クラック抑制シート
(G・Asシート相当品)

クラック抑制シート
(G・Asシート相当品)

クラック抑制シート
(G・Asシート相当品)

注記)

1.施工に際しては、現地再測の上、実施すること。

2.舗装及び路盤撤去後、ボックスカルバート上面のコンクリートに

　不健全部分及び不陸等が確認された場合は、不健全部及び不陸等

　が舗装の早期劣化並びにブリスタリングの原因となるため、橋面

　防水工を敷設する前に補修を行うこと。

端部処理

端部処理

防水層シート系
(流し貼り型)

端部処理 ボックスカルバート天端

防水層シート系
(流し貼り型)

防水層シート系
(流し貼り型)

防水層シート系
(流し貼り型)

耐薬品性

社内規格

G・Asシート標準物性値

G・Asシート試験結果

製品寸法

幅　cm

低温可とう性
長手方向

長さ　m

厚さ　mm

100.0以上101.0

全数合格

7.1

4.9

幅方向

3%塩化カルシウム

飽和水酸化カルシウム

3%塩化ナトリウム

全数合格

異常なし

異常なし

異常なし

7.0以上

4.0～6.0

5個中4個以上
合格のこと

異常のないこと

※G・Asシートは舗装で使用されている材料のみで構成されているため、

　補修工事ではアスファルト合材と一緒に切断でき、そのまま再生合材として利用可能。

舗装天端

アスファルト舗装（t=50+50)

歩車道境界

ブロック

舗装(表層)

舗装(基層)

歩車道境界部

路盤

成形目地材 厚さ5mm×幅50mm

ボックスカルバート天端

防水層シート系
(流し貼り型)

舗装天端

アスファルト舗装(t=30)

舗装(表層)

路盤

成形目地材 厚さ5mm×幅30mm

ボックスカルバート天端

防水層シート系
(流し貼り型)

基礎コンクリート

上層路盤(粒調砕石)

上層路盤(再生クラッシャーラン  RC-30)

上層路盤(再生再生クラッシャーラン RC-30)

上層路盤
上層路盤

舗装天端

路床

(舗装工A)

舗装(表層)

舗装(基層)

上層路盤

舗装(表層)

舗装(基層)

上層路盤

舗装天端

アスファルト舗装

クラック抑制シート
(G・Asシート相当品)

下層路盤

幅1.0m

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度
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17防護柵補修工図(1)

塩屋野中線1号橋　防護柵補修工図(1)

支柱嵩上げ工・袖ビーム取替え工・パイプ取付工

注記)

1.施工に際しては、現況寸法

  及び変状について確認のうえ

  行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認

  される  場合は、監督員と

  別途協議すること。

名    称

 嵩上支柱

 2m笠木

 2mパイプ

 袖パイプ(L=280mm)

 パイプ用ブラケット(後付けバンド)

 ブラケット

 大ボルト(ブラケット取付用ボルト)

 小ボルト

 φ139.8x4.5x610 本

名    称 単位 数  量 備    考

 3.2x2000

 φ42.7x2.3x1965

 φ42.7x2.3x262.5

 2.3x64x120

 4.5x70x300

 M20x170

 M16x35

本

本

本

セット

個

セット

セット

6

5

1

5

6

6

6

12

 白塗装

 白塗装

 白塗装

 白塗装

 白塗装

 白塗装

 白塗装

 白塗装　パイプ固定用

支柱嵩上げ工・袖ビーム取替え工・パイプ取付工　数量表

 袖笠木  3.2x150 本 2  白塗装

 袖パイプ(L=500mm)  φ42.7x2.3x482.5 本 1  白塗装

 小ボルト

セット 12

 白塗装　笠木取付用

 ガス切断 2.1  既設支柱m

 小ボルト(パイプ取付用ボルト)

 支柱嵩上げ工 10.4

 袖ビーム取替え工 1

10.8 パイプ取付工 m

枚

m

 セイフティスリーブ相当品 枚 1

 M10x58

セット 12

 バンド用

 M16x35

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度

(防草シート)(加里屋川)

断面図 S=1:20
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18防護柵補修工図(2)

転落防止柵延長工

塩屋野中線1号橋　防護柵補修工図(2)

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状

　について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される

  場合は、監督員と別途協議すること。

転落防止柵延長工　数量表

 転落防止柵延長工 m 1.4

備    考名    称 規    格 単位 数  量

名    称

 1.003(0.408+袖0.6)mパネル

 0.383mパネル

 2.3x42.7x1100x1003

名    称 単位 数  量 備    考

 2.3x42.7x1100x383

セット 1

1

 溶融亜鉛メッキ品

転落防止柵延長工　数量表

 継手バンド  1.6x42.7x30x160 2

セット

セット

 溶融亜鉛メッキ品

 溶融亜鉛メッキ品

(市) 塩 屋 野 中 線

塩屋野中線1号橋修繕工事事業
令和8年度
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19道路規制図(参考図)(1)

塩屋野中線1号橋　道路規制図(参考図)(1)

(1)

徐

 　

行

誘　導　員

(2) (3) (4) (5)

(7)

停

止

位

置

矢　印　板

○○m先

安全施設凡例

セーフティー

コーン

工
事

き
つ
に
中

力
下
さ
い

協
ご
側
片

交
互

事
工

区
間
終
り

通
行

折
左

先
工
事
中

折
右

先
工
事
中

(6)

(8)

[片側交互通行規制]

員

幅

減

少

(9)

S=1:200平面図

内

容

記

号

内

容

記

号

なおしています
○○○○○○を

ご迷惑をおかけします

令和〇年〇月〇日まで

時間帯  9:00～17:00　

補 修 修 繕 工 事
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